






研究目的

　妊娠初期の自然流産卵の約半数に染色体異常が認められ,このような異常卵

は妊娠を継続し得ず,流産へと自然淘汰されることはよく知られている。しか

し他方ではダウン症候群などのような明らかな異常児が分娩し,生存,発育成長

することは衆知の事実である。また高年令婦人よりの出生児には,ダウン症候

群のみならず他の異常児の多発の可能性も伺える。これら先天異常の原因とな

る異常卵の発生については不明の点が多い。


